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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 令和元年度 分担研究報告書 

 

「エビデンスに基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制構築に向けた文献レビュー」 

 

分担研究者 小川純人 (東京大学大学院医学系研究科老年病学 准教授) 

研究要旨：本研究班の文献検索グループの一員として、システマティックレビューを行う

前段階で必要となる文献検索を行う。中でも専門とする老年病学領域分野における、骨粗

鬆症(OP)と予後との関連性、要介護の原因・背景となる疾患との関連性などについて、文献

検索を行い、OP予防、早期発見に必要な項目の抽出を目指した。 

 

Ａ．研究目的 

 本研究班の文献検索グループの一員として、

システマティックレビューを行う際にも必要

となってくる老年病学領域における、OP やサ

ルコペニアなどの筋骨格系疾患の予防に関す

る文献検索を実施し、老年病学や高齢者医療・

ケアの観点から OP のリスク要因や OP 検診

の効果等について検討を行う。 

 

Ｂ．研究方法 

システマティックレビューを行う前段階で必

要となる文献検索を行う。中でも専門とする老

年病学領域分野における、OPと予後との関連

性、要介護の原因・背景となる疾患との関連性

などについて、文献検索を行い、OP予防、早

期発見に必要な項目の抽出を目指した。 

 

Ｃ．研究結果 

OP や骨量減少と予後(骨折、QOL 低下、要介

護、死亡)との関連性、ならびに要介護の原因・

背景疾患である認知症、脳血管疾患、フレイ

ル・サルコペニアなどとの関連性について、文

献検索を進めてきている。OP 予防や OP早期

発見の有用性やその学術的・社会的なメリット

を視野に、システマティックレビューを実施す

るのに必要となる項目の抽出を目指している。 

 

Ｄ．考察 

わが国の介護が必要になった理由について、平

成 28 年厚生労働省国民生活基礎調査によれ

ば、骨折・転倒は、認知症、脳血管障害、高齢

による衰弱に続いて 4 位であり、OPに伴い高

齢者の QOL低下や要介護リスクの上昇がもた

らされる。わが国において、科学的根拠に基づ

いた有効なOP予防方法の普及啓発及び早期発

見に向けた OP 対策が急務となっている。 

 OP の早期発見には地域住民を対象とした検

診が必要となるが OP 検診実施率は全国平均

で 5.0%と極めて低く、地域差も大きい。これ

らの実情を踏まえ、申請者らは、エビデンスに

基づく持続可能で効果的な骨粗鬆症検診体制

を目指し、そのために必要な文献検索を進めて

いる。本研究により、OPと予後(骨折、QOL 低

下、要介護、死亡)との関連性、ならびに認知

症、脳血管疾患、フレイル・サルコペニアなど

の要介護の原因・背景疾患との関連性など、シ

ステマティックレビューの際に必要となる情

報や項目の抽出が進むと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

OP や骨量減少と骨折、QOL 低下、要介護、

死亡などの予後との関連性、および認知症、脳

血管疾患、フレイル・サルコペニアなどの要介

護の原因・背景疾患との関連性について、文献

検索を進めてきている。OP 予防や OP早期発

見の有用性に関する論文や項目の抽出により、
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システマティックレビューなどのを通じたエ

ビデンス構築につながると期待される。 
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2.学会発表 

1. 中藤真一, 藤森研司, 沖本信和, 玉置淳子, 

小川純人, 伊木雅之: 大腿骨近位部骨折、

脊椎椎体骨折の認知による骨粗鬆症診療

状況変化の実態調査－北海道の 電子レ

セプトデータの解析 第１報. 第 21回日
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2. 中藤真一, 藤森研司, 沖本信和, 玉置淳子, 

小川純人, 伊木雅之:新規骨粗鬆症薬物治

療開始後の治療継続状況と服薬遵守状況

の実態調査－北海道の電子レセ プトデ

ータの解析 第２報. 第 21回日本骨粗鬆

症学会. 2019.10.11, 国内 

3. 石井正紀, 山口泰弘, 濱谷広頌, 小川純人, 
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した高齢 2 型糖尿病患者における COPD
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4. 柴崎孝二, 小川純人, 栗林真里, 田島由莉

子, 丸林実季, 旭俊臣: 回復期リハビリテ
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ーマシーとリハビリテーション効果との

関連性. 第61回日本老年医学会学術集会. 

2019.6.6, 国内 

5. 矢可部満隆, 小川純人, 秋下雅弘: 後肢懸

垂モデルマウスの骨格筋萎縮に対する補
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

なし 

 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

1. その他 

なし 

  

 


